
個人トータル表

女　子 5月28日 11:00 開始

決勝リーグ

◎ 13 10

90 27 10 54

25 16

25 18

番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則 番号 氏　　名 得点 3P 2P FT 反則

* 7 木谷　夢菜 23 1 9 2 0 * 4 鈴村　のあ 6 0 3 0 0

16 井上　明梨 0 0 0 0 0 * 5 金海　美咲 16 0 8 0 4 CTO ＯＴ１ ＯＴ２ ＯＴ３ ＯＴ４

11 川口　麦菜 0 0 0 0 0 * 6 小林　紅葉 7 0 3 1 2 TeamA : : 26:09 36:12 : : : : :

12 中村　璃菜 - - - - - 7 木下　鈴菜 0 0 0 0 1 TeamB 8:53 14:16 31:46 : : : : : :

31 城地　あさひ 3 0 1 1 0 8 坂本　栞織 0 0 0 0 1

* 32 清水　泉里 2 0 1 0 2 * 9 　城　夏希 12 4 0 0 0

17 四元　心優 2 0 1 0 0 10 松元　花奈 - - - - -

22 小倉　和花 - - - - - * 11 宮田　遥 13 3 2 0 1

* 49 西川　優月 31 0 14 3 2 12 渡邉　朱里 0 0 0 0 0

* 57 川田　友紀乃 0 0 0 0 1 13 岩﨑　要 0 0 0 0 0

34 高桜　美咲 1 0 0 1 0 14 上田　萌衣 - - - - -

58 三田　心春 3 1 0 0 0 15 宇佐美　里桜 - - - - -

* 68 木村　香穂 22 2 8 0 1 16 阪本　来 - - - - -

65 樋口　はるか 0 0 0 0 1 17 中林　ひなた 0 0 0 0 0

95 稲岡　佐希乃 3 1 0 0 0 18 - - - - -

ｺｰﾁ 吉田　聡 0 ｺｰﾁ 長壁　末美 0

Aｺｰﾁ 甲良　泰明 Aｺｰﾁ 檜田　忠治

合　　　計 90 5 34 7 7 合　　　計 54 7 16 1 9

　　主審： 赤井 正史

　　副審： 川勝　麻弥

　　副審： 紀平　武宏

戦評： 記録： 東宇治高校　本田　英嗣

（京都府）（京都府）

京都精華学園高校　土本　光宏

令和４年度全国高等学校総合体育大会京都府予選　兼
第69回近畿高校バスケットボール大会京都府予選
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得点経過 京都両洋 京都明徳

〔 戦 評 〕
２０２２インターハイ京都府予選決勝リーグ第2日目

京都両洋１勝、京都明徳１敗で迎えた第２戦。白のユニフォーム京都両洋と青のユニフォーム京都明徳の対

戦、

Q１．京都両洋オールコートマンツーマン、京都明徳ハーフコートマンツーマン、京都明徳＃４鈴木、京都両

洋＃７木谷のシュートから試合が始まる。出だし、京都両洋は積極的に攻めていくが、シュートミスや京都

明徳のデュフェンスに阻まれ、得点が入らない。一方、京都明徳は相手ディフェンスに対して、しっかり

ボールを運び、＃４鈴木のカットイン、＃１１宮田の３Pで得点を重ねる。それに対して京都両洋は５分間得

点が入らない状態が続くが、＃４９西川にボールを集めゴール下シュートで応戦、１３－１０京都両洋リー

ドで終了。

Q２．京都両洋は＃７木谷の３P、＃４９西川のゴール下で加点、さらにオールコートマンツーマンでプレッ

シャーを強め、カットからの速攻でさらに得点。対する京都明徳も＃１１宮田の速攻と３Pの連続得点。その

後、京都両洋は＃４９西川、＃６８木村、＃７木谷と連続得点でリードを広げ、前半を６８－４０で京都両

洋のリードで終了。

Q３．京都両洋オールコートマンツーマン、京都明徳はハーフコートマンツーマンで始まる

出だしから、京都両洋＃４９西川のゴール下、＃７木谷のドライブ、JSと一気に得点を加算、対する京都明

徳も＃５金海のゴール下、＃１１宮田の３Pで応戦するが京都両洋も＃６８木村のドライブ、＃４９西川の

ゴール下を止めれない。、６分京都明徳タイムアウトで取り立て直しは図り、＃５金海、＃６小林らの得点

で対抗するも京都両洋もカットからの速攻でリズムを渡さない。６５－３６京都両洋リードで終了

Q４．京都明徳は＃９城の３Pでいい形で得点するも、京都両洋は＃４９西川、＃５８三田の３P、＃６８木村

のドライブ、＃７木谷のJSで連続得点を奪いさらに引き離す。その後京都明徳＃６小林のJS、＃４鈴木のJS、

＃１１宮田の速攻、＃５金海のゴール下で応戦するもなかなか得点は縮まらない。残り２分お互い選手を交

代させながら、最終９０－５４で京都両洋が勝利で試合終了。京都両洋はディフェンスからの攻めで相手を

圧倒、対する京都明徳も最後まで自分たちらしさを出し、リングに向かっていくプレイを貫いていた。

これで京都両は２勝で次は京都精華学園との２勝同士の対決、２敗となった京都明徳は同じく２敗の鳥羽と

３位決定戦を争うことになる。


